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【資料】

令 和 ４ 年 ３ 月 3 1 日

浜岡原子力発電所周辺の環境放射能調査結果（速報・第 133 報）

「浜岡原子力発電所の安全確保等に関する協定（以下「４市協定」という。）」

に基づき、発電所から半径 10km 圏内で実施している発電所周辺の環境放射能調

査についてお知らせします。

令和４年２月 28 日付けの前回の報告以降、下記の測定項目の一部(キャベツ)

において過去の変動幅（特に断りのない限り、東京電力福島第一原子力発電所

の事故（以下「東電事故」という。）発生前の過去５年の最小値と最大値の範囲）

の上限を超過しましたが、調査の結果、東電事故等の影響が原因であると推定

しました。

なお、東電事故以降令和２年度までの間の最小値と最大値の幅である「震災

後の変動幅」を併記した項目があります。

記

１ 測定結果（表中の括弧内の数値は検出下限値を表す）

（１）キャベツ（採取日：2/10）

表１ 単位：Bq/kg 生

（２）わかめ（採取日：2/20）

表２ 単位：Bq/kg 生

採取地点 測定機関 60Co 134Cs 137Cs 40K(参考)

御前崎市

合戸

監視

センター

検出されず

(0.020)

検出されず

(0.013)

0.030±0.003

(0.010)

73.3±0.4

(1.2)

中部

電力㈱

検出されず

(0.020)

検出されず

(0.014)

0.029±0.005

(0.015)

66.4±0.4

(1.2)

平常の変動幅 検出されず 検出されず 検出されず

自然放射性核種
震災後の変動幅 検出されず

検出されず～

0.056

検出されず～

0.065

採取場所 測定機関 60Co 131I 134Cs 137Cs 40K

御前埼

灯台

監視

センター

検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 172±1

(0.062) (0.15) (0.047) (0.043) (3.7)

中部

電力㈱

検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 140.4±0.9

(0.051) (0.13) (0.038) (0.037) (2.8)

過去の変動幅 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず
自然然放射

性核種震災後の変動幅 検出されず 検出されず 検出されず
検出されず

～0.045
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(３） 浮遊塵（採取期間： 2/１～2/28）

表３ 単位：mBq/m3

２ 原因調査

浜岡原子力発電所周辺環境放射能測定に係る測定法及び評価方法に基づき、

上限超過事象に影響を与えると考えられる下記の項目について調査を行いま

した。

（１）発電所内のエリアモニタリング設備等の異常値及び発電所外への放出の

状況

（２）発電所内に異常等が認められない場合

・降雨等の気象要因による自然放射性核種の変動

・測定器及び関連機器の健全性

・試料の採取方法及び前処理方法の妥当性（手順違い、他の試料等の混入等）

・測定方法等の変更や測定器の更新による影響

・測定地点周辺の環境の変化

・核爆発実験等による影響

・他の原子力施設からの影響

・発電所に由来しない放射性物質の持込、流入、接近等

・測定結果の経時的変化及び他の測定や他地点（試料）の測定結果

・検出された核種以外の人工放射性核種の検出状況

３ 原因の推定

調査の結果、発電所内のエリアモニタリング設備等に異常は認められず、

発電所外への放出管理も適切に行われており、浜岡原子力発電所からの影響

ではないと考えられます。

採取地点 測定機関 60Co 134Cs 137Cs 7Be(参考)

御前崎市 監視 検出されず 検出されず 検出されず 5.08±0.10

白砂 センター (0.0089) (0.0092) (0.0076) (0.30)

御前崎市 中部

電力㈱

検出されず 検出されず 検出されず 4.01±0.07

中町 (0.0093) (0.0086) (0.0088) (0.22)

御前崎市 監視 検出されず 検出されず 検出されず 5.3±0.1

平場 センター (0.0092) (0.0094) (0.0094) (0.31)

御前崎市 中部

電力㈱

検出されず 検出されず 検出されず 4.08±0.08

白羽小学校 (0.011) (0.0097) (0.0095) (0.25)

牧之原市 中部

電力㈱

検出されず 検出されず 検出されず 4.11±0.07

地頭方小学校 (0.0093) (0.0085) (0.0084) (0.22)

過去の変動幅 検出されず 検出されず 検出されず
自然放射性

核種震災後の変動幅 検出されず
検出されず 検出されず

～7.78 ～8.21
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試料の採取方法や前処理方法等にも問題はなく、測定結果の継時的変化か

ら、キャベツ中の放射性セシウム濃度は東電事故発生直後に上昇しその後減

少していますが、近年も検出されており、今回の結果は特異的なものではあ

りません（図１）。

以上により、今回の上限超過の原因は浜岡原子力発電所からの影響ではな

く、過去の核爆発実験等の影響に東京電力福島第一原子力発電所から放出さ

れた放射性物質の影響が加わったものと考えられます。

＊印は「検出されず」を示す。

図１ キャベツ中の放射性セシウム濃度(Cs-134 と Cs-137 の合計量)の経時的変化


